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１ 

香
南
町 

香
南
町
は
大
字
岡
、
由
佐
、
吉
光
、
横
井
、
池
内
、
西
庄
の
六
地
区
に
わ
け
ら
れ
る
。
現
在
で
は

高
松
市
香
南
町
と
し
て
香
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
、
高
松
空
港
が
あ
る
町
で
あ
る
。 

 
２ 

冠
纓

か
ん
え
い

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

 

祭
神
に

帯
た
ら
し

中
津

な

か

つ

日
子

ひ

こ

の

命
み
こ
と

、
品
陀

ほ

む

だ

和
気

わ

け

の

命
み
こ
と

、
息お

き

長
帯
比
売

な
が
た
ら
し
ひ
め
の

命
み
こ
と

を
お
祀
り
し
て
い
る
。 

冠
纓
神
社
は
香
南
町
由
佐
に
あ
る
神
社
。
別
名
は
「
か
む

ろ
八
幡
宮
」
で
、
香
南
町
の
氏
神
と
し
て
親
し
ま
れ
、
縁
結

び
神
社
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

秋
季
例
祭
で
披
露
さ
れ
る
夫
婦
大
獅
子
舞
で
使
用
さ
れ
る

大
獅
子
は
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
で
、
日
本
一
の
大
き
さ

と
も
い
わ
れ
る
。
讃
岐
国
香
東
郡
井
原
庄
出
生
説
も
あ
る
安

倍
晴
明
が
神
主
を
し
て
い
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
。 

貞
観
三
年
（
八
六
一
）
、
讃
岐
巡
礼
中
の
円
珍
が
井
原
庄
に

冠纓神社 



 

着
い
た
時
、
鳩

き
ゅ
う

峰ほ
う

大
自
在

だ

い

じ

ざ

い

王お
う

菩
薩

ぼ

さ

つ

が
現
わ
れ
て
井
原
庄
を
鎮

護
す
る
と
云
っ
た
。
こ
の
た
め
円
珍
は
こ
の
地
の
里
人
の
力

を
借
り
て
、
宝
蔵
寺
を
建
て
た
。
延
文
二
年
／
正
平
十
二
年

（
一
三
五
七
）
、
細
川
頼
之

ほ
そ
か
わ
よ
り
ゆ
き

が
厚
く
保
護
・
尊
崇
し
石
清
水
八

幡
宮
（
京
都
府
八
幡
市
）
の
冠
纓
を
奉
納
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
冠
尾
（
か
む
り
お
、
ま
た
は
か
む
ろ
）
八
幡
宮
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
冠
纓
神
社
と
な
る
。
現
在
も
地
元

の
人
は
「
か
む
ろ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
以
後
も
細
川
氏
に
よ

る
信
仰
・
保
護
を
受
け
、
細
川
氏
が
衰
え
た
後
も
由
佐
氏
が

こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。
後
に
讃
岐
国
を
支
配
し
た
生
駒
親
正

や
松
平
賴
重
も
社
領
の
寄
進
を
す
る
な
ど
当
社
を
保
護
し
て
い
る
。 

 

３ 

丸
岡
家
の
長
屋
門 

 

丸
岡
家
は
、
香
南
町
岡
村
の
庄
屋
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
り
、
明
治
期
に
入
っ
て
も
、
岡
村
の
戸

長
・
由
佐
村
の
助
役
・
由
佐
村
会
議
員
・
衛
生
組
合
長
な
ど
を
努
め
た
家
系
で
あ
る
。
代
々
家
に
は

岡
村
の
庄
屋
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
現
在
そ
の
文
書
は
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
存
さ
れ
、



 

香
川
の
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。 

 

４ 

丸
岡
原
の
燈
籠 

 

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
九
月
に
献
燈
。
岡
村
氏
子
中
の
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
高

さ
三
百
九
十
六
セ
ン
チ
。 

岡
村
氏
子
中
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
冠
纓
神
社
の
岡
村
氏
子

た
ち
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
燈
籠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

燈
籠
の
建
っ
て
い
る
姿
が
な
ん
と
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
お

も
し
ろ
い
。 

 

丸岡家の長屋門 

丸岡原の燈籠 



 

５ 

天
福
寺 

 
真
言
宗
御
室
派 

 

美
応
山
宝
勝
院
天
福
寺 

 
本
尊 

薬
師
如
来
立
像 

 

縁
起
は
、
天
平
年
中(

七
二
九
～
七
四
九)

に
行

基
が
諸
国
行
脚
の
途
中
、
こ
の
地
に
来
ら
れ
、
由

佐
の
音お

ん

谷だ
に

を
仏
法
相
応
の
霊
地
で
あ
る
と
さ
れ
、

五
尺
三
寸
（
約
百
六
十
一
セ
ン
チ
）
の
薬
師
如
来

を
彫
刻
し
、
一
堂
を
建
立
、
安
置
し
、
美
応
山

び

お

う

ざ

ん

法
輪
院

ほ
う
り
ん
い
ん

清
性

せ
い
せ
い

寺じ

と
し
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
る
。 

 

そ
の
後
、
延
暦
年
中(

七
八
二
～
八
〇
六)

に
空

海
が
こ
の
寺
に
来
遊
さ
れ
、
真
言
宗
の
道
場
と
し

た
。
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
は
、
四
条
天
皇

が
国
司

橘
た
ち
ば
な
の

公き
み

忠た
だ

に
命
じ
て
現
在
の
所
に
移
し
、

真
言
宗
に
改
宗
す
る
と
共
に
、
寺
号
を
天
福
寺
と

改
め
た
。 

 

細
川
頼
之
が
居
を
構
え
た
と
い
う
岡
館
の
近
く

天福寺 



 

に
あ
り
、
長
く
細
川
氏
の
保
護
下
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

天
福
寺
に
は
数
多
く
の
宝
物
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
八
月
二
十
一
日
に
は
「
お
虫
干
し
」
を

行
い
、
境
内
に
展
示
し
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。 

  
 

※ 
仁
王
様
と
狛
犬 

 

天
福
寺
が
長
宗
我
部
元
親
に
よ
り
焼
き
払
わ
れ
た
後
、
本
尊
薬
師
如
来
の
み
は
仮
祠
に
安
置
さ
れ
、

そ
の
他
の
仏
像
は
元
の
堂
宇
の
あ
っ
た
所
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
時
の
藩
主
松
平

賴
重
公
に
よ
り
現
存
す
る
天
福
寺
の
諸
堂
が
再
建
さ
れ
た
が
、
仁
王
門
だ
け
は
後
回
し
に
な
っ
た
。

す
る
と
阿
形
・
吽
形
の
仁
王
は
悲
し
み
落
胆
し
、
こ
れ
は
仁
王
が
お
る
の
に
寺
が
焼
か
れ
た
故
仁
王

門
を
造
っ
て
く
れ
な
い
も
の
と
勘
違
い
し
、
そ
の
責
を
と
り
切
腹
し
た(

今
も
吽
形
の
仁
王
に
は
腹
の

付
近
が
折
れ
て
い
る)

。
旧
の
仁
王
門
は
現
在
地
の
下
方
付
近
に
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後
現
在
地

に
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
仁
王
像
が
石
造
り
の
た
め
重
た
く
て
人
間
の
力
で
は
上
の
所

に
安
置
す
る
こ
と
が
出
来
ず
困
っ
て
い
る
と
阿
吽
の
仁
王
様
が
立
ち
上
が
り
仁
王
門
の
中
に
自
ら
入 

り
座
し
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
山
王
堂
が
再
建
さ
れ
た
と
き
狛
犬
の
製
作
を

左
ひ
だ
り

甚
五
郎

じ

ん

ご

ろ

う

に
依
頼
し
、
出
来
上
が
っ
た
の
で

御
堂
に
安
置
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
毎
夜
の
ご
と
く
近
隣
の
田
畑
が
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な



 

り
、
農
家
の
人
々
は
困
り
果
て
、
そ
の
原
因
を
調
べ
る
た
め
毎
夜
見
張
っ
て
い
た
。
す
る
と
あ
る
夜
、

山
王
堂
の
扉
が
開
き
狛
犬
が
出
て
近
く
の
田
畑
を
荒
ら
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
そ
れ
を
見
た
農

家
の
人
は
そ
の
対
策
を
住
職
に
相
談
し
た
。
そ
こ
で
住
職
は
狛
犬
の
頭
に
五
寸
（
約
十
五
セ
ン
チ
）

も
あ
る
大
き
な
釘
を
三
本
ず
つ
打
っ
た
。
そ
れ
以
来
狛
犬
は
外
に
出
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。 

 

普
通
仁
王
像
は
木
造
り
で
あ
り
、
狛
犬
は
石
造
り
で
あ
る
が
、
天
福
寺
の
場
合
そ
れ
が
逆
に
な
っ

て
い
る
の
が
興
味
深
い
。 

 
 

※ 

安
倍
晴
明
の
墓 

 

寺
に
伝
わ
る
江
戸
中
期
の｢

天
福
寺
由
来
記｣

に
は
平
安
時
代
に｢

阿
部
氏
清
明｣

(

原
文
の
ま
ま)

な

る
人
物
が
寺
に
関
係
し
、
近
く
に
一
族
の
墓
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
同
時
代
の
古
地
図
に｢

清
明
屋
敷｣

と｢

阿
部
氏
堂(

墓) ｣

が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

墓
は
少
し
離
れ
た
山
間
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
本
堂
脇
に
移
っ
て
い
る
。 

｢

安
倍
晴
明
之
墓｣

と
伝
え
ら
れ
る
石
の
祠
の
中
に
は
、
丸
い
石
に
長
い
石
が
立
て
か
け
て
安
置
さ
れ

て
お
り
、
不
思
議
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。 

 



 

６ 

由
佐
城
跡 

由
佐
城
は
、
由
佐
氏
の
居
城
で
、
東
は
香
東
川
、
西
に
沼
地
の
多
い
自
然
を
巧
み
に
利
用
し
た
要

塞
で
あ
る
。
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
長
宗
我
部
元
親
軍
が
攻
め
入
っ
た
が
容
易
に
落
城
し
な
か

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

由
佐
家
に
残
る
由
佐
家
文
書
の
な
か
に
「
由
佐
城
絵
図
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
香
東
川
の
西
岸
に

柳
並
木
が
あ
り
、
そ
れ
に
接
し
て
「
下
之
城
」
が
あ
り
、
そ
の
西
に
内
堀
を
隔
て
て
「
上
之
城
」
が

描
か
れ
て
い
る
。
上
之
城
を
中
心
に

周
囲
十
六
町
ば
か
り
を
外
堀
、
内
掘

に
よ
っ
て
仕
切
り
、
各
地
区
は
橋
で

結
ば
れ
、
外
と
の
連
絡
も
南
、
北
、

西
に
設
け
ら
れ
た
橋
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

か
つ
て
由
佐
家
の
城
跡
で
は
内
堀
、

土
塁
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

で
も
香
南
歴
史
民
俗
郷
土
館
の
敷
地

内
、
庭
園
西
側
に
は
土
塁
の
跡
が
残

由佐城跡 
由佐城跡 



 

さ
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
南
門
と
い
う
地
名
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

７ 

中
山

な
か
や
ま

城

山

じ
ょ
う
ざ
ん

墓
所 

郷
土
史
研
究
の
先
駆
者 

『
中
山
城
山
』 

 

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
二
月
二
十
四
日 

中
山
城
山
は
香
川
郡
池
西
村
大
字
横
井
（
現
在
の

香
南
町
横
井
）
に
生
ま
れ
た
。 

江
戸
時
代
の
天
下
太
平
の
世
で
は
学
問
、
文
芸
、
教
育

が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
、
徳
川
家
康
は
儒
学
を
官
学
と

し
て
武
士
ら
の
学
ぶ
も
の
と
し
、
特
に
そ
の
中
で
も
朱
子

学
に
力
を
い
れ
た
。
水
戸
藩
と
深
い
関
係
の
高
松
藩
も
朱

子
学
が
盛
ん
で
藩
校
で
も
こ
れ
を
講
じ
た
。
一
方
、
こ
の

朱
子
学
派
と
は
別
に
荻
生

お
ぎ
ゅ
う

徂
徠

そ

ら

い

を
祖
と
す
る
徂
徠
学
派
の

藤
川

ふ
じ
か
わ

東
園

と
う
え
ん

（
大
内
郡
白
鳥
の
出
身
で
、
父
と
と
も
に
大
坂

に
い
た
が
、
の
ち
三
谷
に
来
て
東
園
塾
を
開
き
多
く
の
弟

子
を
持
っ
た
）
ら
が
高
松
藩
に
も
出
て
く
る
。
こ
の
東
園

中山城山墓所 



 

を
よ
き
師
と
し
て
学
ん
だ
城
山
、
こ
の
よ
う
な
讃
岐
の
土
壌
の
中
で
、
経
術
・
文
章
・
誌
文
・
漢
学
・

仏
典
・
国
学
を
学
び
精
通
し
、
そ
の
学
才
が
認
め
ら
れ
、
高
松
藩
国
家
老
の
大
久
保
氏
に
招
か
れ
家

老
の
夫
人
に
毛
詩
や
国
歌
を
教
授
し
た
と
い
う
。 

の
ち
、
夫
人
の
死
に
よ
っ
て
国
を
離
れ
大
坂
・
京
都
・
長
崎
に
い
た
が
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一

五
）
五
十
三
歳
の
と
き
、
子
供
に
先
立
た
れ
た
の
で
郷
里
に
帰
り
「
全
讃
史
」
全
十
二
巻
を
実
に
十

年
余
り
を
か
け 
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
完
結
さ
せ
、
高
松
藩
に
献
上
し
て
い
る
。 

「
全
讃
史
」
は
、
み
な
城
山
自
身
が
、
讃
岐
の
全
域
に
わ
た
っ
て
尋
ね
歩
き
、
実
地
踏
査
の
う
え

で
か
き
上
げ
た
労
作
で
あ
り
、
今
日
の
郷
土
史
研
究
の
貴
重
な
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
序
文
は
高
松

市
塩
江
町
出
身
の
門
弟
、
藤
澤
東
畡

ふ
じ
さ
わ
と
う
が
い

が
書
い
て
い
る
。 

城
山
の
号
は
、
生
涯
愛
し
続
け
た
と
い
う
坂
出
市
府
中
の
城
山

き

や

ま

か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
城
山
の
石
碑
が
、
坂
出
市
高
屋
町
の
遍
照
院
境
内
に
あ
っ
て
城
山

き

や

ま

に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
も
弟
子
藤
澤
東
畡
が
撰
文
し
て
い
る
。 

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
四
月
二
十
三
日
病
歿 
七
十
三
歳 

墓
所
が
香
南
町
横
井
に
あ
る
。 

な
お
、
城
山
生
涯
の
著
作
は
四
十
七
部
、
百
二
十
五
冊
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
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１月２５日（日） 香南町からの復路 

◆瓦町・高松駅行き ことでんバス 
 

（香南支所前）  （由佐）   （瓦町）   （高松駅） 

11：32    →  11：34 →  12：09  →   12：20 

        12：05 →  12：40  →   12：51 

13：22   → 13：24 →  13：59  →   14：10 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 前田地区の文化財を訪ねる  

 と  き 平成２７年２月２２日（日）  

      ９：３０～１２：００頃  

 集合場所 前田コミュニティセンター  

 講  師 千葉 幸伸さん（高松市歴史民俗協会会長）  

☆広報「たかまつ」２月１５日号に開催案内を掲載します

ので、御覧ください。  

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課

（TEL 839－2660「午前７時 30 分～開始時間まで」）でお

知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

★次回の交通案内★ --------------------------------------- 

◆ことでんバス 
<大学病院・ことでん高田駅行き> 

（高松駅）  （瓦町バス停） （学校前バス停） 

8：00 発 →   8：10 発  →  8：45 着 

8：40 発 →   8：50 発  →  9：25 着 

 



 

  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の

端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を

つけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 


